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ヨ
ー
ロ
ツ
パ
封
建
社
会

園
制
の
解
体
で

壊
す
る
封
建
社
会

荘
園
の
経
営
で
支
え
ら
れ
て
い
た

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
封
建
社
会

古
代
世
界
の
解
体
後
、

１１
世
紀
ご
ろ
に
西
欧

世
界
で
最
盛
期
を
迎
え
た
社
会
秩
序
が
、
封
建

社
会
で
あ
っ
た
。
ゲ
ル
了
／
社
会
の
従
士
制
と
古

代
ロ
ー
マ
の
恩
貸
地
制
が
結
合
し
た
と
さ
れ
る

中
世
西
欧
の
封
建
制
で
は
、
王ヽ
君
は
臣
下
に
土

地
を
与
え
て
保
護
下
に
置
き
、
臣
下
は
主
君
に

忠
誠
を
誓
い
、
騎
士
と
し
て
軍
務
を
負
っ
た
。
こ

う
し
た
主
従
関
係
は
、
授
封
さ
れ
た
者
が
さ
ら

に
土
地
の

一
部
を
従
者
に
与
え
る
こ
と
で
重
層

化
し
て
い
っ
た
。

騎
士
、
諸
侯
な
ど
の
封
建
貴
族
や
、
土
地
を

寄
進
さ
れ
た
教
会
な
ど
の
経
済
的
基
盤
は
、
一壮

園
制
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
。
領
主
は
所
領
に

農
奴
を
抱
え
、
農
奴
に
は
保
有
地
で
の
生
産
物

の

一
部
を
領
主
に
納
め
る
貢
納
と
、
領
主
直
営

地
で
労
働
を
提
供
す
る
賦
役
が
課
せ
ら
れ
た
。

農
業
の
発
展
に
よ
り
荘
園
制
が

解
体
し
、
封
建
領
主
が
没
落

こ
う
し
た
中
世
封
建
社
会
は
、

１３
世
紀
ご
ろ

か
ら
揺
ら
ぎ
は
じ
め
る
。
そ
の
原
因
は
、
傭
兵

や
火
器
の
普
及
に
よ
る
騎
士
の
没
落
や
、
十
字

軍
遠
征
↑

７４
参
照
）
な
ど
に
よ
る
教
皇
権
の
失

墜
と
王
権
の
強
化
、
一員
幣
経
済
の
発
展
に
よ
る

都
市
と
商
人
の
台
頭
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

最
大
の
原
因
は
封
建
社
会
を
支
え
た
荘
園
制
の

解
体
に
あ
っ
た
。

‐２
世
紀
ご
ろ
か
ら
、
ョ
酢
継

農
法
の
普
及
と
い
っ
た
農
業
技

術
の
革
新
に
よ
り
、
農
業
生
産

力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
で
き
た
余
剰
生
産

物
は
定
期
市
な
ど
で
交
換
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
一員
幣
経
済

を
発
展
さ
せ
る

一
方
、
農
民
は

富
を
蓄
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

‐４
世
紀
に
入
る
と
、
ペ
ス
ト

の
流
行
や
飢
饉
に
よ
リ
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
人
口
は
激
減
し
、
深

刻
な
労
働
力
不
足
に
見
舞
わ

れ
た
。
労
働
力
を
確
保
し
た

い
領
主
は
、
農
民
に
対
す
る

支
配
を
緩
め
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
蓄
え
た
富
を
領

主
に
支
払
う
な
ど
し
て
、
農

奴
的
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
る

独

立
自

営
農

民
が
出

現

し

た
。
逆
に
、
支
配
を
強
化

し

た
領
主
に
対
し
て
は
、
ジ
ャ
ツ

ク
リ
ー
の
乱
や
ワ
ッ
ト
＝
タ
イ

ラ
ー
の
乱
に
代
表
さ
れ
る
農

民

一
揆
が
起
こ
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
荘
園
制
と
り
つ

経
済
的
基
盤
が
解
体
さ
れ
る

に
し
た
が
い
、
封
建
領
主
た
ち

は
次
第
に
没
落
の
道
を
歩
む

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

騎
士
の
没
落
や
王
権
の
強
化
な
ど
に

加
え
、
荘
園
制
の
解
体
に
よ
り
、

中
世
西
欧
を
支
え
た
封
建
社
会
は

崩
壊
へ
向
か
う
こ
と
と
な
る
。

封
建
社
会
の
崩
壊

中
央
集
権
国
家
の
成
立

荘
園
制

の
解
体

人
と
物
の
交
流
が
運
ん
だ

ペ
ス
ト
の
大
流
行

歴
史
上
、
ペ
ス
ト
の
流
行
は
２
～
３
世
紀
ご
ろ

か
ら
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

１４
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
起
き
た
ペ
ス
ト
大
流
行
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
全
人
口
の
４
分
の
１
に
あ
た
る
２
５
０
０
万

人
も
の
死
者
が
出
た
と
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
災
害

と
な
っ
た
。
１
３
３
０
年
代
に
中
央
ア
ジ
ア
で
発

生
し
た
ベ
ス
ト
は
、
１
３
４
７
年
に
は
黒
海
沿
岸

の
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
達
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
同

年
１０
月
ご
ろ
に
は
遠
く
離
れ
た
シ
チ
リ
ア
島
で

発
生
が
確
認
さ
れ
、
以
後
５３
年
ご
ろ
ま
で
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
北
上
す
る
よ
う
に
ベ
ス
ト
の
流
行
が

広
が
っ
た
。
黒
海
に
進
出
し
て
い
た
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ

の
貿
易
船
が
、
ペ
ス
ト
の
宿
主
で
あ
る
ネ
ズ
ミ
を

運
ん
だ
こ
と
が
原
因
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
そ
の
後
も
断
続
的
に
流
行

が
続
き
、

１５
世
紀
末
ま
で
、
減
少
し
た
人
口
が

回
復
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

・《
ル
ト
海
ヽ
＼

／
′
！ン
ノ

´
′

／
大

西

洋

教皇権の失墜

王権の強大化

諸候。騎士の没落

都市の発展
商人の台頭

農奴から
独立自営農民ヘ

支配層

11～13世紀
十字軍遠征

()p.74

11～ 15世紀

領土獲得戦争

ヲ鏃 夕O p78

農民・都市民

農民生活の向上

貨幣経済の浸透

農民支配の緩和

農業技術の革新・

生産力向上
三回制農法・

鉄製農具の普及

11～ 12世紀

人口増加
土地不足

余剰生産物
の発生

14世紀
ペストの流行・飢餓

労働力不足
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